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研究⽬的

アスリートにとってプレッシャーや緊張によって⽣じるあがりは多くの選⼿が経験する現象であり、実
⼒発揮のためには対策すべき重要な課題です。本研究ではあがりに有効な対処⽅略を検討する
ことを⽬的としてアンケート調査を実施します。本研究を⾏うことで、スポーツ場⾯でのあがりに有効
な対処⽅略を提案できる可能性があり、アスリートの実⼒発揮に貢献できる可能性があります。

研究対象者 試合場⾯でのあがり経験を有するアスリート
⼤学⽣(18歳)以上のアスリート

研究概要

本研究では質問項⽬を⽤いたアンケート調査を実施します。オンラインフォームから匿名で調査ア
ンケートに回答していただきます。調査の内容は対象者の⾃⼰意識の特性(21項⽬)、スポーツ
場⾯でのあがりの経験(41項⽬)、その時の対処法(19項⽬)となっています。全ての質問への回
答にかかる時間は約10分〜15分を想定しています。調査で得られた結果は統計的に処理し、
個⼈情報を厳守するとともに 、データの理由は前述の⽬的のみに使⽤します。

研究に⽤いる情報の種類 年齢、性別、競技種⽬、競技歴(年数)、⾃⼰意識尺度、あがり経験、あがりへの対処⽅略

研究の資⾦源
研究に係る利益相反及び
個⼈の収益

〇本研究の資⾦源は、JISS内予算です。
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